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岡山医療センターでは、下記の臨床研究を実施しております。この研究の計画、研究の

方法についてお知りになりたい場合、この研究に検体やカルテ情報を利用することをご了

解できない場合など、お問い合わせがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会く

ださい。なお、この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等は、お答

えできない内容もありますのでご了承ください。 

 

[研究課題名]  

NHO 岡山医療センターにおけるがんゲノム診療の現状と課題の把握 

 

[研究責任者] 

独立行政法人国立病院機構 岡山医療センター 泌尿器科  和田里 章悟 

 

[研究の背景] 

岡山医療センターは、2020 年 10 月にがんゲノム診療連携病院に指定され、がんゲノム

医療中核拠点病院である岡山大学病院と連携をとりつつ、がんゲノム診療を行っています。

がんゲノム診療によって悪性腫瘍の治療は大きな転換期を迎えており、悪性腫瘍に対する

がんゲノム診療は今後ますます重要になっていくと予想されます。 

 

当院には、安定したがんゲノム診療を患者様に提供していくとともに、さらに発展させて

いく役割を担う責任があります。そのためには、当施設のがんゲノムに関する診療記録を

振り返り、その現実を直視することで、生じている課題を把握し、今後の診療体制につい

て議論していくことが必要です。 

 

[研究の目的] 

本研究では、当院でがんゲノム診療を行わせていただいた患者様を対象とした過去起点の

コホート研究を行います。対象は、2020 年 10 月以降、がんゲノム診療を行ったすべて

の患者と致します。研究開始日より過去のカルテを用いて、患者様の情報・がんゲノム診

療に至るまでの治療経過と結果、その後に辿った経過・予後について情報を収集し解析す

る事で当院のこれまでのゲノム診療をふりかえり、今後の診療体制に有益な情報を得るこ

とを目的とします。研究は診療録を用いて行いますので、患者様に新たな医療行為や身体

的負担をおかけすることはありません。また、個人が特定できないよう最大限配慮し行い

ます。 

[研究の方法]  

2020 年 10 月のがんゲノム診療の開設以降、当院においてがんゲノム診療を受けられ



た患者を対象に、当院データベースより患者基本情報、遺伝学的検査、血液検査、尿検査、

放射線画像、術前症状、内科治療の種類・内容、外科治療の種類・内容、術後経過、合併

症、予後などの情報を集め、どのような患者さんにがんゲノム診療が貢献できたのか、逆

にどのような患者さんにうまくいかなかったのかを明らかにしたいと考えています。 

 

●対象となる患者さん 

2020 年 10 月から研究の実施が許可をされた日までに当院で悪性腫瘍に対してがん

ゲノム診療を行った患者さん 

●研究期間 

臨床研究審査委員会承認後、研究実施許可日から西暦 2024年 3 月 31 日 

●利用するカルテ情報 

生年月日、性別、家系図と家族歴、研究独自の番号（研究用 ID）、治療開始時年齢、身長、

体重、疾患名、組織型、遺伝情報、病期、TNM分類等の情報、PS、症状、経過、前治療

歴、職業、既往歴、合併症、喫煙歴、飲酒歴、生活歴、臨床検査値（血液および尿検査デ

ータで、電子カルテ上でオーダー可能な項目）、CGP、エキスパートパネル、遺伝カウン

セリング、感染症情報、心電図、治療歴、治療開始日、治療終了日、治療効果、死亡日、

死因、死亡場所、剖検の有無、最終生存確認日、再発日、再発部位、担当医、紹介元 

 

●検体や情報の管理 

 検体や情報は、当院のみで利用します。 

 

[研究組織] 

この研究は、当院のみで実施されます。 

 

[個人情報の取扱い] 

検体や情報には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個

人を直ちに判別できるような情報は削除します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発

表されますが、その際も個人を直ちに判別できるような情報は利用しません。検体や情

報は、当院の研究責任者が責任をもって適切に管理いたします。この研究に情報を利用

することをご了解できない場合には、いつでも情報の利用の停止を求めることができま

す。 

 

[問い合わせ先]   

国立病院機構岡山医療センター相談窓口の責任者      

岡山医療センター 泌尿器科 医師 和田里 章悟 

連絡先：岡山医療センター 086-294-9911（平日８：３０～１７：００） 

                


